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ものであれば光JJJそのFl的を果しうると考えたからで

ある｡それゆえ,将来もし,a-(ll-trams-allethrinが

公的にも比明勿jHllに放出され,劫格の標準薬剤が発行･
される域tTは,OTI(tJにみるように,その貯瓶 と

I)あっかいなどにかんして有効成分の変Ij:l減少を広小

剛比にとどめうるような描斑を指読すべきであろう｡

VI.摘 巽

かdl-tmns-allcthrin粉剤のLjf効腔が1年余の貯戒

において変代紋少するか否かをは粉降下装定法によっ

て災飲助討した紡火,これが比昭薬剤として,ビレト

I)ンおよび加緑化合物をj三界1とする粉剤のLJf効姥を検

'ji!する上に充分役たたしめうるごとをしった.1
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II,2-bi島-(L,-chlorophenyl)-cyclopropane の合成井 沢凹昌之,鈴木 劫 (京都大学 イヒ草

1,2-dipienylcyclopropane軌 こは cis及び transの雨型が考へられるが,両者

を別々に合成する串が不可能なの<規何異性関係の不明な 1,2ldiphenylcyclopropane

及び 1,2-his-(i,-chlorophellyl)-cyclopropane を夫々一種規宛合成したOそしてこ

の轟射可異性の関係については対極子能率から推定する串とLた｡

津守-17称はさきにLTS6甜 )･に於て 1,1-diphcnyl-
ぐyelopro1,.1nC とその誘導体数柾の令成方法について

班-JlLたが.(liphcnyleyclopropanc祝の分成と投出
効･JJの研兜には 1,1-dil'hcnylcyclopropa｡堀 のみせ

は不充分であるか ら木'mでは 1,2-diphcnylcycl(--

propane現の介成池について比べる.

1,2-diphcnylcyclopropalicは既に Lcspieau等 空)

によって一応合成されてお,), 叉その P,〆一柁塩試

斑換休である 1,2･bis-(♪-ehlorophenyl)-eycloprO-

panc については班に Lauger等3)によって分成さ

叫た上その泣出効力が試験されたが,その紺 はこのも

のはオオクT7バェ (CalLiP/LolaVOlJL.;Eoyl'a)に対 して

*涼邦人f;そ化学研究所兼摂発光講釈会 (昭和27年6月
7n)にて発衣 -
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は効力はないがコイガ (Ti''eolabiselLieZZa)の三Y･4蝕

HHlrUJ'除に);i越した効力を和する叫がGT;されているO.然

し化合物日代の合成方法並びに敵t:!1.等の物故化･_til･的比

矧 こついて 羊̀全く記載がないoTn-もこの1,2-his-(L･-

chlorophenyl)-?,clopropanc ●はその付捌 勿111の

1,21diphenylcyelopropanc と兆に夫 々 Cis型,

i,LZnS型が考へられる貨であるがこの瓜についても何

ら言及していない｡その為何れの型が殺山-))を-1け る

のか判然としない.従って著者等はこれ等の化合物を

合成した上その cis型,Ll･anS型の裁何E!.牡につい

て別ちかにL-Afにその殺虫効-J)を試験する叫に依って

ILaugcr等つ'によって77;された化学構造と設山効力に

潤 する仮説を印検討する叫とした｡

以上のH的の為には cL'S型,ira,7S型化合物を幾
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イ可取付.の判った化介的な椛で火々別仰こ介柁した上之
符について効ノ)を右C難す るのがJlと)迄の方状でもろが

1,2-I)js-(♪-(･llloroIThc･nyl)-cycloJ)r岬.lnL･の介Tlqに

おいては糾 1iの 7,i-tIiphPnylcycl''Prol).lnC班のIi;1
介と光って cl'S-及び trallS-♪,I)I-(ljchl(IrO.StilhenC

はLli.lZOnlCth;lnCと背裾:･J忘の11Tuh'迄の条('11では旺応し

ないし叉その榊 祐物TIの 1,2-｡iphenylcyclopr?pane
の切付も同校に cL'S一及び Iyans-still)eneから合成

されなかった｡ちなみに1RtE道本反応では低圧水銀燈

.qr:ih.T,[て1金片及び銅粉襟加,;村指添加等の下にエーテ

ル桁液中で diazomcthane との反応を試みた,然し

この正広以外には cis型及び LraTZS刑化介物を別々

に令成する適当な-JJ'法は考へられない｡この払止むを

祭主ずLespiLAauf:.i:e)が1,2-dipllCnylcycloJ)roPtlnCを

合成し+=方LiyL:にittjlQして 1,'3-dil)hcnylcycloProp.anc

及び 1,2-his-(♪-chloropllenyl)-cycloprol)anCを合

成した.然しこの方法に拭った場介,介成上から ct'szIiJ,

Lrans型の何LLが三k蛇するか,叉は弼者の況fi物が出

成するかについで仰研し邦fJ.1るO叉化学的にその幾何

異姓を決′iiする方法も考へられないOこの1.3分成した

化介物につい'て双械子乃巳率のmTJl!を行いその紙斗さから

iLLJ'化合物の魔何只性について和:jtすることとした｡こ

の.I.I:Lに関 しては別 柑1Jで詳細に稚告する,池 こ

cyclopropanc●環の作lElこついて純化学的に椛認する

方法は現在迄の処知られていない為,赤外独吸収スペ

グ1･ルの測rBによることとした,

次に 1,2-(Hphcnylcyclopror)anc及び 1,21)is-

(Z･-chloropllCnyl)･cyclor)ro°.lne の介成拒指の紙型

を炎,JT;すると'mI-LRの様になるo

Chart.I

RI-tぎl

R-く∋-cH:Cル CIIO+】jrMg-く三〉-R
I

氏-く-=)･･cli‥Cl- i(0王｡-く:ラ-R (l)
+IIIlrI

1R-く∋･cH:C.i･C王II}rく ヨ ーR (=
∫II13r

･lトく:〉･C"】r･cL･2･｡1.3r-くヨ ーR 川 )
IZn

Jしく:ラ-'ci･-,C･E-く:ラ-R (JV'
CIIll･

先つ日,lJ-山pht･nylcyclor)ron.lnC の).Il介は･hr0-

mohenzcnc と11〆ネンウムとよ()ftiたyリニヤ訳文
phenylmagnLLSiumlJrornidL:に einnamiealdcllydc

節 1!l 啓一H

を仲川させて 1,3-(lil-henyhtlyhlcoht'l(I)を和,

之を臭化水-i:;丹-IJ一水和Illで郎況して Ofrl糾'刑灸して
h;oml''lc(J)とし,ついで加狐しっ Fゝ<P.7.1,."良化水
誠ガスを泣入すると 1,:トdil)henyl-1.:ト(=Jrom｡一
prop.lnC(V)がifJられる.;とを胴抑 11で'LifE跳Jミと;托

排すると脱炎栽環化反応が行はれる｡生成物について
糾圧崩御及び朽性アルミナを用いる吸'TfクTlマトゲラ

ブイを紹返すと 1,2-diphenylcycloprop.lne(1Y)

(hr).ユ60-1620/13mm)､が 純粋に和られる.

次に 1,2-lュis-(♪-chlorophenyl)-cyclopropaneの

吻合も大T4:上と同様であるが光づ♪-chlolobenzaldle-

hydeと acehldehydeを diethyhmineを用いて嗣

合させて ♪-chlorocinnamicaldehydelを得る0 -

万 p-chlorohromohenzencにマグネシウムを作TJさ

せて柑たV.)ニ1･拭3'r3L･-chlorophenylmagnesiuh-

hromi(leに l二記 1)-cllloro:inn.lTnicaldehydcを添

加ナると1,31his-(♪-chlt汀()I)ll川yl)-allylalcohol(I)

がiirTFられる｡次に5't化水-1純吸収させた氷酔 いに (Ⅰ)

を添加 して桝盟すると3'lfは恭Ti応を超 して 1,3-his-(t'-
chloTOPhenyl)-.luylllronlidc(I) の針状払W]を得

るO次に之をクTl-,ホルムにYfr的.'(.して炎化水-#ガスを
吸収飽和u･しめて桝泡する扱作を2日Ijl班返すと 1,3-

lJis-(1'-chl｡rJPhcnyl)ll,3二｡il,rom岬ropLlne(Y)

が和ら7Lろ｡;とを柑JIJ'IrlでWiC.'快 と数P.Til1''lrJ.r(批して脱

典-,右環化瓦応を適さしめた校了.Jられた約品を木村より

放r耶 脚 晶を行うと nlT,.8.'3TSこ!.50の.W巴鱗片状の

1,2-his-(I･-chloropllCllyl)-cycloprop.lnC の紙晶が

和られるO

こ にゝ亨.rlられた 1,.i-(ljphcnylcyclop'ropane及び

1,2-hi.5-(I,-chlorophenyl)-cyclopropaneは何れも
常温では具',1i及び過マyガン椴カリ火Y;,(?液を脱色しな

いから二3E紡介の-lj:在は考へられず又前者は-｡ゲソ

を含和 しないO-Afに両化合物の灰水素元Lgi分析の結月王
は何れも計37_lLtiとよく-一致 している.i.7,fcyclopropanc

fTiの1(堀を純化学的にWL:記す7JJJ-1Tl:は見i''1らないが亦
外談PR収スぺ.クトルに於て (･y(llor)r-'PnnL･矧 より.8

-10.O/t及び 11.1･L附近に吸収川を'Jfl-る叫が柑itT'･

されている｡従って上の11･q化介物のJ'(外税吸収スベク

1.ルを測'起した処FC肘Iで評IJE+ろ校にIrtnL4､9.8F

附近に吸収日を-1J-するから cycltIl)rol).lnC lf7を和す

るものと椎屯される｡従って之8:の若.lil!から抑 ヒ合物

は目的物に間違いないと考へられる｡

(...iこ にゝ得 られた 1,2-his-:I,-chlorophenyl)-

cycl叩ropaneは 1,2-(1jpheTlylcyclopropane と共

に平井空きの現在迄に行った 2,3の昆虫に対する殺虫

かt的の純駅では的t'効力が認められなかったがこの.i,I.(

に関しては抜陀7)で詳述する.
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~賀･ 毒垂*

1) 1,2-dipIlenylOyolopropaneの合成

.1)1,3-diphenyhllylalcohol･'7Jromohenzcne25g

とマグネシウムl)ボン3.tJgとより常法に従って合成

.した〆.)ニヤ試薬 phenylmagnesiumhromideのエ

ーテルfrLi液に cinnamicaldehydeligのエーテル

f(.t液を徐々に添加 した後約30分間軽く煮排して反応を

訪三組せしめるO次に反応物を塩酸々性氷水中に注いで

分脈した後エーテル戸を分取 し水及びjTf亜硫酸 ソーダ

技で沈源しだ梢で脱水 した後エーテ′tを追う｡残溜物
(23g)はn-hex<ineに桁解して寒剤で-10--150に長

時間冷却しても結晶は得られなかったO (文献8)によ

れば mp.53-57Oの納品)-kl=減圧蒸溜叉は捌'Jiフ

ル 汁 による吸新 ク｡'マトゲラ.7イによって･Tt.;1]生物の

diphenyl等竣除去しても結晶として和られぬので仙

状物のま 次ゝの比姑にtJi川 した｡
b) 1,3-dipllCnylallylhromidc:氷醐 45ccに臭化

水菜ガス (炎-i;I,水及び赤凝よE)発出,以下も同様)
を吸収せしめると 23.5gの臭化水韻を吸収して殆ど

飽和にifiした｡この ものを a)で得 られた 1,3-

diphcnyhllylalcohol に加へて加盟するとや 発ゝ染

して次JLlにL.IJ<払出に変ずる,このものを等剤で冷却す
ると(.qlヒナるから棚 引･分圧IFすると暗炎色や結晶が
相られる｡収止23.7g.次の反応にはこの打1純晶のま

伐ゝり】した｡(...Jこのtf-fl結晶の一部を石油エーテル(bp･
40-500)から押紙するとmp.53.5-54.50の無色針

状結晶の純晶がえられた｡

C) 1,3-diphcnyト1･3-dilJr?mopropLlne:I,)で引.き
られた 1,3-djphcnylallylbromideの柑結晶23gを

6つ○附近に加温して熔戯状態とし見化水試ガスを徐々

に塩入する｡約8時間流入すると7.3gの韮hl増加を

来し以後2時間通人を･mけても謁猛の唱加は認められ

ない｡反応物を石油エーテル (bp..40-GOO)に溶IRJE

Lで水及び純正田水で沈粧 した後塩化石衣で脱水する｡
その後村 山エーテルを減圧で充分揮去して得られる赤

抱巴的状物 (22g)をそのま 次ゝの反応に位mした(城
a:崩御不可の巳)｡
d) 1,21(lipllenylcycloprop.1nC:C)で得られた

1,31diphcny1-1,3-dibromopropancの粗馳UT22g
を血税末 15g,約甜 100ccと共に拐浴上で5時間煮

沸する｡その後熱時'd;出して来反応荘重i抹 を除きiP技

を 0.5n塩酸 200cc小に娃ぐ.之をエーテルで2t:u]

抽LtSLェーテルJ)を水洗後塩化石衣で脱水する｡その

後エーテルを碍去すると淡黄色状物 12.3gを紺た,

之を光づ減圧蒸矧こ附すと-bp.155-1G･').O/9mm の

溜分 3.76g(紹丑色枯桐仙状物)をねた,このものは

*こ にゝ挙げた融点は全部末純正値である

7とi

節 19.啓一ⅠI

I.'.1過マンガン酸カリ水溶液を可成.)脱色するから 0.5

%過マンガン鞭力1)水溶液を少延宛添加しながら4日
間常温で拭並した後エーテ)L抽出し水洗,塩化石衣で

脱水後エーテルを溜去した(3.0g)O次に之を1L-hexane

l羊浴解して活性アルミナ (和光純薬製クロマI.グラフ

吸着川)70gの吸着杜 (20×300mm)を川いて吸潜
ク1,マ1-グラフを行い n-hexaneで展開し20cc宛

25溜分分取した.この筋2-6溜分は何れも殆ど過マy

ガン駿カリ水溶液を脱色しないし-ロダンも認められ

なかった｡この節3-6溜分を合せて (2.log)17-hex-

ane に溶解LFfび拓也アルミナ 100g を用いて前と

同様 (20×400mm)に吸蔚 クロマ トグラフを行い

,卜hcxaneで尿閉し茄8-11溜分を似て目的物とした｡

収故 0･8goこのものは t,p･160-1620/13nlm の無
色枯刑油状物で1･Zt･:'鼠では過マyガy耐力.)水約液及び
臭素を脱色せヂ-ロケごンの'lf在も示さない｡

Suhst.(mg) COL.(mg) 1120(mg) C,oQ/ 日夕./

4.545 1.5.481 2.92U Dt_7.00 7.21

7.073 24.047 4.525 92.7:2 7.16

calcd. C】511日(M:1'J4.1) UIJ.74 7.26､

(2) 1,.2-his-(♪-chlorophenyl)-cyclopropame

の合成

a) ♪-chloro'cinnamicaldehydeBJ:L)-chlorohcnl

Zaldchydc52gを潤桁260ccに浴解し之にacctaldc-

hyde3Qgを加へAi-に折合剤として dicthyhmincl14

滴を加へて本宅近し一口放読後Ai-にdiethylaminelo拍

を加へて時々杭出しながら3日r王り常温で放斑する｡そ

の後塩椴々性として粥桁を溜去した後 200ccのエー
テルで袖山を行いエーテル戸を水洗脱水後エーテルを

溜去する｡ その後減EE蒸沼を2回行って bp.14O-I

1600/10mm の潔分をとって石油エーテル (hp.45-

500)か ら数回 印紙を行 うとmp.59-600の L)-
chlor｡cinnamicaldehydeの無色針状結晶18gを柑

た｡

b) 1,3-his-(p-chlorophenyl)-allylalcohol･'L)-

chlorobromoljenzenC2弓8g とマグネシウム1)ボン

3.4g とよ,)常法に従って合成した〆.)ニヤ試炎 L)-

chlorophenylmagnesiumbromideのエーテル (1;I)0

cc)浴液を冷却 しながら上に得た p-chlorocinnllmic

aldehyde14gのエーテル(100cc)浴液を約1時TTilを

繁して徐々に添加しその後1時間';.JY;温で地坪.抑こ30

分間軽く沸陪する程皮に加温して反応を完結ti･しめる｡

その後反応物を塩酸々比氷水小手注いで分脈した後エ

ーテル Flを水及びiE班統恨ソーダ水溶液で沈聴校-巴打)

で脱水 しエーテルを溜去すると試虹指摘なYIIl状物 18g

を打た｡この1tLIJ状物は極めて結晶しにくいのでそのま

ま次の反応に佐川した｡一部は石肌エーテル (l)p.40
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～600)で数(Ilnlli,lL'を行って n叩.ll.･')～1180のJJ代也

板状約IVT34.汁:0(.1.に のものは :hmの純正で270-
2800で分脈Lt/..J三mは不可佃であった｡
C) 1,3-lJis-(♪-chlor()phL･nyl)-.111ylhromidc.･氷
Tiill=滋ccに火化水-*11/ス 9.Lrを吸収させておき之にさ
きに柑た｣ミrJ'3粥の 1.:トー)is-(♪-chlorophcnyl)-allyl-

atcohollG.qrを加へて拭i.9するとや 光ゝ然 しながら反

応し淡祝巴の比犯を出ずる,-姥故旧後これをiP邦 し
少,htの水稲及び水で沈瀧徒花快するOこのものを71的
ペソヂソ (hp.70-SOo)から2阿押紙すると mp.

'J8rlOioの淡純巴針状糾 Lllgを和た｡次の反応に
はこの半枯野2品を川いたO-部は-Ai'に4回石油エーテ

ルから巧拙を行い lllp.1017-1030の出講純色針状幸占

晶なえた｡･

d) 1.3-his-(I,･chtorophenyl)･1,3･dibJ･omO･
propane:C)で打た 1,3･bis･(L･･Chlorophenyl)-

.lllylhromi(lc13･5gをク｡Tlホルム150ccにYl'綿羊し之に

臭化水Li:･ガスを吸収させて耽栓し野鼠で5時開抗由後
一夜故斑する｡その後盲かこ臭化水韻を吸収させ5時開
抗盟後一夜故把する.次にコr柾硫椴 ソーダ水沼液及び
水で沈服した後塩化TIJJjtで脱水 しク｡P 7･オルムを溜
去すると;在手指色の軌抗を和た｡之を少Liの石油べyヂ

ソ(I)p.70-800)で沈服しmp.119-1210の7-rl結晶

8gを715Lた｡このものは C)の 1,3-his-(I)Chloro-

phenyl)･allyllJromideとbT'!'.つて常温では過マy ガy

醸 bI)水溶液を脱色しない.

e) 1,2･lI王S-(t･-chlorophenyl)-propLlnC:d)で柑

た1,3-his-(t･-chlorophenyl)ll,3-°it)romoprOP.lne
8gを耳ttelHミ4.3g,･TITqm103ccと粥には浴上で6時
rEu煮沸還流した後脚音LP過して光圧応ifF.Gは末を除き塩
酸乃卑牡として刑桁の大部分を滞ムするっ特上那灸エーテ
ルで2回;LMIL水洗後塩化石衣で脱水しエーテルを沼
去すると淡哉巴の批 uT,4gがはられた,之を木FL'3よ
り5同門巨指を絞返すとmp.83-33.50の.W.色鱗片状

組!..Tとして和られた,JR迫 1.1gDこのものは常温で

は臭'J;･及び過マyガソ横力T)水溶液を脱色しない,

Subst.(mg)CO_I(mg)H.･O(m言)

4.053 10.170 1･799

3.216 8.030 1.438

Cこllcd. Cl.E,lLJeCll3(̂Ⅰ:2'63)
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結 的

1. 1,2-dir,hcllylcyclt'r)rot).lnC及び 1.2-his-(pI

chloropllCnyl)-cycloprolI.1nCはC-ls刑,I,LZnS型の

射 す只牡が孝へらJIるがこれ呼を別々に介TI史する執 土
現在迄の処不可肘ごもった,
2.'柑 ヒm 5Jは 1,:ト(lJ'phenyhllyhlcohol及びそ

の L',?'位Jh耕,71挽†如 ､ら炎I強添加及び脱臭誠鼠化反

節 llJ 懲-1Ⅰ

応によって介成し打たがこれT:･Jh;の兜IHJlrl･t'l三のIEu祖は化
学的-JJ'淡ではi!i諭できないので双榔丁のE糠 のinlJ'iilによ
る叫にした.

3･ cyeloproPancfTtの-lj:lfは化FI':的にはiti一抹aEnJl
できないが赤外映吸収スペクトルの約刀王も仰･47･七m迎

いないものと考へられる｡

終りに臨み木研究を行ふに当って軽々'dn遜切な抑 旨

沼,御苧軸流を!粘った武Dl･教授,大野助致按に7g_く御礼
申上げる｡叉元就分析を御苅いした三井教授にも併せ

て況謝致しますofF).7本研究巧の一部は文部省科学研究･

封(綜分研究)に仰いだ頚を附記する｡

Re'sume'

Astlp.lrtOfthestudyofchemicalconstitution

.ln(IinsecticidalactivityofdiphenylcyclopTOpane

derivalivcs, some.1,2-(l桝Ienylcヅclopropane
analoguesIVC･rCSynthesize(I.

1.lllTh'S-(J･-chlor｡phcnyl)-cycloprol)ane has

よlrcady 7)ten synthL･Sizt,(I.1nd itsinsecticidal

activityhashccntL･Ste(lhyJ.･'iuzlcrLtt;Il一).,and
ATyliusctal.3)ItshtnytId no.lCtivjty lVhcn

tcstc(1;tsContactinscclicj(lL･.lLr.tint;tny,hutvcJ･y

eLrectivclVhcntestcd;lSI.lTJricI)rotcCtivc;tgent

againstclothesm()th.llutthe.qynth3ticrn?tho二I

andphysle()･C1lCmicこllconstこIntSSuch;lSrnCltin.qr'

pointhLIVCn(ltlIccnshoIYnand morevovcrno

refcrcncc7nshecnm;ttIcto theprol)Icm of

geomctrJ'C.1日S(-mcrJ-sm (CI'sIOrI,arESTform).

StillJcne(cL'sl.ln(1Lra朋-Lorn)an〔トitsanalogues

didnotreLICtlVithdJhzomethaneunderseveral

cfmtlitirlnS. So 1,2-diphenylcyclopropaneand

1,2･his-(L･-chlorophenyl)-cyclopropane were

synthesizedaccordingtoLespieau'sproceduree).

.Synt!leticrouteofthisprocedureisshoIVnin

Chart1.Incaseof1,2-djphenylcyclopropユne

(R-Ⅰ‡)ド 1,3-diphenylallylalcohol(I) was
synthesized1)ytheadditionofcinn.1micaldchyde

totheethereこIIsolutionofl)hcnylmaFrn'csium-

hromi(IcIVhkhlY.lSOhhineLIhytherc.1Ctioriof

hromohCnZene;ln(lm.lLL'nesillm.TJlis.llcohollVaS

convcrtctlto1,3-LliI7hL･nyhllyltlrOmidc(I)by

theagihtionlViHlglachlaceticacidcontaining

hydrogen bromitle,andtllen lYllen hydrogen
bromidegaswasintroducedtothatbromidefor

several hours,1,3-diphenyl,:1,3ldihromopro-

pane(Ⅱ)wasprepユred.Whenthiscompound

wasboiled with I;ncpowderrinethnol,1,21 L

diphenylcyclopropane (lV) was obtained by

7U
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tlelJrominこItion.Thishydrocarbon lVaSPurified

I)y the reduced distillation and absorption

chrom.ltOgraPhy(colorlessoil,bp.160-1620/13
mm).

1,17-1iis-(L･-chlorophenyl)-cyclopropane(scale二

likecrystalsfrom methanol,mp.83-83.50)was

alsoI)rcPared by thesameprocedurefromp-

ぐhlorucinmmicaldehydclVhichlVaSObtainedby

thecondensationofかchlor(山cnzaldchydeand

acel;lldellyde.

Thesctwo compounds decoloriZcd ncithcr

kalium permanganate solution nor hromine

underroom temperature,andfotlndvaluesof
elementary analysis wereagreed well with

calculatedvalues.ThepresenceOfcyclopropalle

ringlVaSCOnGrmed1)ytheinfrared absorption

spectm. In case of above procedure, it

is illlpOSSihlc to determine chemically the

gcotnctricillisomerism ofthesetlVOCOmPounds,
sotheisomerism wasdeducedfrom themeasu-

rementoEdipolcmoments.47 Thesctwocom-

節 19省一H

poundshowedlittleornoinsecticidalactivity

againstscvemlinsects.
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14 DDT 類緑物質の双極子能率につし､て (第 2朝) 肱tlj稔火,抗凹昌之 (京都大ll':

&注pI'.･印 出産製造学研究a',)京都大学化fi'.･W･究FT武居桝･先述･2リ.5.6受理

I)I)T鞍練物賢として,cyclopropane環を分子内に有する 1,1-his-(L,-chlorophe-

nyl)-cyLClopropane,I,21bis-(L･-chlorophenyl)-cyclopropane.I,I-diphenylcy-

cloprorlane,1,21aiphenylcyclopropane.の計4福の物質の,分子構造を決定するため,

双極子能率の測定を行い, 1,トbis-(I,-Chl?rophenyl)-cyclopropane により,

cyclopropalle環と phenyl基の軸のなす角度は 600附近にあることを定め,次い<

),21bis-(♪-chloropllenyl)-cyclopropane

は,trans型が得られることを明かにした｡

著-古らは光に DDT及びその研緑化合物故蛤につ

いて,殺虫-)Jと分子川芯 との田並也を枚討するため双

梅子能率の田からそれらの分子flf･')出について老若亨を行

ったが(tJ,今回は DDT分子の脂肪抗側17{itrichlo-

roethylidenc誠を cyclopropy1-2占に正映した物矧 こ
ついて,rr･]様の考察を行つ串. ＼

即ち,.筋1表に示す様に骨格物I茸としてdipheny1-

cyclopropLlne2校と'その P,2'位塩素琵扱化合物

率を測定し,=JCいで適当な蛇型よE)計許した能率と比

較することによって,希物質の分子描出を考訳した｡

80

の双極子能率より既報の合成過程によって

これらの化合物は何れも cyclopropaneltitTdtをイ1-し

ているから,光づ (I)を川いてcycloE)Top.lne現に

結合している悦子或は益とぢ平面のなすf)蛇を決'jifL

た.(Ⅱ)については光に Laugerら(ご)が合成L

DDTの規楓物質の化学構造と投出-)Jの関係を如拙っ

た報告に於で,コイガに著効があることを指摘した｡

然し,この化食物の合成法融点三割ま記叔されてrhl･らず,

Afにこの化合物には cis型,trd"S型が1FlXナ卑笛
であるが,この点に関しても全く触れていないO従っ

て著者らが光に合成し,今回測道を行った 川 )那,

彼等の物質とtl-]-であるかどうかは不別であるが,こ


